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文献１：土木学会　選奨土木遺産解説シート
(http://www.jsce.or.jp/contents/isan/blanch/5_3.shtml)
(http://committees.jsce.or.jp/heritage/node/229)

琵琶湖河川事務所(http://www.kkr.mlit.go.jp/biwako/index.php)

-

浸水に対する抜本的な解決策は瀬田川の浚渫であるため，湖岸の住民は数百年来それを要
望してきたが，疎通が良くなると洪水が来やすくなる下流淀川流域の住民が反対していたこと
もあって，江戸時代にはある程度規模の大きな浚渫は数回しか認められなかった。明治になっ
ても当然浚渫を強く要望したが，上下流の対立がとけず，本格的な改修は困難にみえた。しか
し，1893年になってようやく淀川と瀬田川の改修を上下流一体となって運動しようという気運が
盛り上がり，1896年の河川法制定，淀川改良工事実施に結実させた。【文献１より抜粋】

南郷洗堰は，1896年に着手された淀川改良工
事の一環として施工された施設であり，瀬田川
の拡幅と浚渫で従来の2倍の流下能力をもつよ
うになる瀬田川の流量を調節することで，琵琶
湖の洪水を防止するとともに，下流淀川の洪水
をも防止するという目的をもっていた。【文献１
より抜粋】

明治後期 明治３７年

南郷洗堰

【文献１より引用】
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